『ヨハン・ヤコブ・バッハオーフェン』 ヴァルター・ベンヤミン by 園田 尚弘





























































































































































































































































































































































































1)グリュ-ネヴァルトGriinewald、 Matthias (1470-75頃-1528)ドイツ・ルネサンス期の画家、 「イー
ゼンハイムの祭壇画」で知られる｡
2)グレコEIGreco (1541-1614)ギリシャ生まれでスペインのトレドで活躍した画家｡
























18)ラファルグ、ポールLafargue、 Paul (1842-1911)フランスの社会主議者｡ K.マルクスの次女、ロ-
ラの夫｡
19)シューラ-Schuler、 Alfred (1865-1923)ドイツの文化学者｡
20)クラーゲスKlages、 Ludwig (1872-1956)ドイツの哲学者、心理学者｡
21)レクリュ、エリゼReclus、 Elisee (1830-1905)フランスの地理学者｡
22)オーヴァペック、フランツOverbeck、 FranzCamille (1837-1905)ドイツの新教神学者
36 園田尚弘
付記
エッセイ、 rヨ-ン・ヤコブ・バッハオーフェンjをベンヤミンはフランス語で書いているOドイツ語
によるこれの原稿は無い.このエッセイは、当時ヌヴェル・レヴュー・フランセーズ(NouvelleRevue
Francaise)の編集長であったジャン・ポーランの勧めによって、 1934年から1935年にかけて書かれたもの
と推定されている｡原稿はNRFによって拒否され、 NRFから同原稿を送付されたメルキュール・ド・フラ
ンスもこれを掲載しなかった1954年にモーリス・セイエによって改訂された稿がはじめてレ・レットル・
ヌヴェルに掲載された｡
ベンヤミンのエッセイに興味を抱いたM.ホルクハイマ一にあてて、ベンヤミンは、バッハオーフェンの
存在をフランスに紹介する意図でこれを書いたことを伝えている｡ 「この仕事は、フランスでは全く無名
で、翻訳もまったくないバッハオーフエンをフランス人に紹介するためのものですO私はこの目的のため
に、彼の理論を叙述することより、バッハオーフェン自身の人物を描こうと努めました｡ 」 (書簡652)
フランクフルト学派がバンパオーフェンに注目していたことは、 E.フロムの仕事やホルクハイマ-の
「権威と家族」研究からも窺えるoベンヤミン自身もかなり早くからバッハオーフェンに関心を寄せてい
たことが知られている｡ショレムによれば、すでに1916年にはベンヤミンはバッ-オーフェンの著書に親
しんでいたということである1926年にはベルヌリの「ヨ-ン・ヤコブ・バッハオーフェンと自然象徴』
°
(1924)の書評をかいている｡ベンヤミンのバッハオーフェン論に関連して想起される文章は、 rドイツ
の自由な研究所J (1938)と有名なrフランツ・カフカ』 (1934)の二つであるO前者でベンヤミンは、
社会研究所の思想的枠組みとしてフロムの理論を挙げ、そこにしめるバッハオーフェンの母権に関する思
想の重要性を指摘している.ベンヤミンがそのrカフカJ論でカフカの世界をバッハオーフェンの神話的
世界に結びつけていることは周知の事実であろう｡なお翻訳にあたって「TextundKritikJ Heft31/32、
WalterBenjamin中のドイツ語訳を参照した｡
(1991年10月31日受理)
